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エ
マ
ウ
ス
運
動
の
生
み
の
親
、
バ
ラ
ー
ド
神
父
様
は
、 

一
九
一
四
年
四
月
二
十
六
日
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
、 

一
九
三
九
年
六
月
二
十
九
日
、
司
祭
叙
階
、 

一
九
五
十
年
十
月
十
一
日
、
来
日
さ
れ
ま
し
た
。 

教
会
で
司
牧
活
動
を
行
っ
て
来
ら
れ
、
敗
戦
の
混
乱
期
に
最
も

困
っ
て
い
る
人
達
の
為
に
、
何
を
な
す
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
て
、

神
戸
の
生
田
川
沿
い
に
居
を
定
め
、
困
っ
て
い
る
人
々
を
集
め
、

廃
品
回
収
を
し
な
が
ら
暁
光
会
と
名
づ
け
て
共
同
生
活
を
始
め
、

労
働
司
祭
と
し
て
働
き
始
め
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
一
九
五
六
年
で
、

こ
れ
が
日
本
で
の
エ
マ
ウ
ス
活
動
の
始
ま
り
で
す
。 

そ
れ
か
ら
大
阪
支
部(

大
阪
市
西
成
区)

、
ひ
か
り
保
育
所(

同
所)

、

あ
か
つ
き
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム(

箕
面
市)

等
を
開
設
さ
れ
ま
し

た
。 更

に
、
韓
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
於
い
て
ア
ジ
ア
エ
マ
ウ
ス
を
創
設
さ
れ
、
各
地
を

度
々
訪
れ
、
実
情
を
見
て
必
要
な
援
助
を
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
、
理
事
長
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

エ
マ
ウ
ス
の
仲
間
は
、
階
級
意
識
や
政
治
、
宗
教
を
乗
り
越
え

て
奉
仕
す
る
精
神
が
大
切
で
す
。 

バ
ラ
ー
ド
神
父
様
の
こ
の
エ
マ
ウ
ス
運
動
の
趣
旨
に
心
を
共
に

し
、
神
父
様
の
活
動
を
支
え
る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
エ
マ
ウ
ス

友
の
会
で
す
。 

「
生
き
る
こ
と
は
、
愛
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
エ
マ
ウ
ス

精
神
を
基
礎
に
、
自
分
達
よ
り
も
困
っ
て
い
る
人
々
の
為
に
、
少

し
で
も
役
に
立
つ
働
き
を
し
た
い
と
願
う
人
々
が
集
ま
り
エ
マ
ウ

ス
友
の
会
は
、
一
九
六
八
年
に
会
長
長
谷
川
高
敏
氏
を
迎
え
発
足

し
ま
し
た
。
男
女
十
数
名
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

会
員
達
は
、
物
品
提
供
、
能
力
提
供
、
金
銭
提
供
等
を
し
て
、

エ
マ
ウ
ス
活
動
を
物
心
両
面
か
ら
援
助
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に

自
分
達
の
出
来
る
範
囲
で
奉
仕
す
る
気
持
が
精
神
的
な
援
助
で
、

そ
の
働
き
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
益
が
物
質
的
な
援
助
と
な
り
ま

す
。 ま

ず
エ
マ
ウ
ス
バ
ザ
ー
が
計
画
、
一
九
七
一
年
に
神
戸
さ
ん
ち

か
広
場
で
第
一
回
の
バ
ザ
ー
を
催
し
ま
し
た
。 

当
時
は
、
大
勢
の
若
者
達
の
力
が
集
ま
り
、
東
京
エ
マ
ウ
ス
の

シ
ス
タ
ー
や
、
前
橋
あ
か
つ
き
の
村
の
石
川
神
父
様
も
若
者
を
連

れ
て
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
り
、
神
戸
阪
神
間
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
方
々
の
協
力
も
得
て
、
大
盛
況
の
三
日
間
で
し
た
。 

そ
の
エ
マ
ウ
ス
バ
ザ
ー
も
二
〇
〇
九
年
十
一
月
で
三
八
回
を
重

ね
ま
し
た
。 

時
代
の
推
移
で
現
在
は
大
変
厳
し
く
、
働
き
手
も
物
品
寄
贈
も

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
エ
マ
ウ
ス
バ
ザ
ー
は
、
震
災
の
復
興

も
ま
だ
遠
い
時
期
の
一
九
九
五
年
十
一
月
よ
り
神
戸
暁
光
会
に
於

い
て
開
催
致
し
、
一
九
九
六
年
以
来
、
二
日
間
開
催
と
な
り
ま
し

た
。 



又
、
友
の
会
の
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
（
年
二
回
）
を
し
て
、
二
〇

〇
九
年
十
一
月
で
五
四
号
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

り
、
日
本
各
地
か
ら
趣
旨
に
賛
同
し
て
寄
付
金
、
物
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
（
次
頁
に
、
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

そ
し
て
又
、
援
助
金
を
得
る
た
め
に
、
会
員
達
は
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。 

毎
月
第
二
・
第
三
水
曜
日
に
、
暁
光
会
に
於
い
て
ミ
ニ
バ
ザ
ー

を
開
い
て
居
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
随
時
に
会
員
宅
等
で
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
、
バ
イ
ブ

ル
ハ
ウ
ス
で
の
バ
ザ
ー
に
協
賛
し
て
出
品
し
て
居
り
ま
す
。 

友
の
会
賛
助
会
費
は
、
年
二
〇
〇
〇
円
で
す
。 

エ
マ
ウ
ス
友
の
会
の
婦
人
達
に
も
高
齢
化
の
波
は
容
赦
な
く
押

し
寄
せ
て
き
て
居
り
ま
す
。
経
済
危
機
や
種
々
の
問
題
を
抱
え
た

厳
し
い
時
代
で
す
が
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
我
々
を
取
り
巻

く
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
な
が
ら
、
会
員
達
は
、
各
々
の

分
に
応
じ
て
力
を
（
本
当
に
小
さ
な
力
で
す
が
）
出
し
合
っ
て
支

え
合
い
な
が
ら
バ
ラ
ー
ド
神
父
様
の
示
さ
れ
た
道
を
歩
ん
で
居
り

ま
す
。 

陰
で
支
え
て
下
さ
っ
て
居
ら
れ
る
多
く
の
方
々
に
も
心
か
ら
の

感
謝
を
こ
め
て
、
ど
う
ぞ
今
後
共
、
私
達
を
温
か
く
見
守
っ
て
下

さ
い
ま
す
よ
う
に
。 

己
を
捨
て
、
心
血
を
注
い
だ
エ
マ
ウ
ス
運
動
の
た
め
に
尽
く
さ

れ
た
バ
ラ
ー
ド
神
父
様
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
十
七
日
に
九
十
四

歳
の
生
涯
を
安
ら
か
に
閉
じ
ら
れ
て
神
の
御
許
に
召
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
世
で
神
父
様
の
並
々
な
ら
ぬ
愛
の
お
働
き
に
対
し
て
、
神

様
が
沢
山
お
報
い
下
さ
っ
て
、
天
国
で
安
ら
か
に
憩
わ
れ
て
居
ら

れ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
達
を
何
時
迄
も
や
さ
し
く
見
守
っ
て
力

ず
け
て
下
さ
る
様
に
と
祈
り
な
が
ら
、
エ
マ
ウ
ス
の
精
神
を
心
の

糧
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
会
員
同
士
力
を
出
し
合
っ
て
歩
ん
で
参

り
た
い
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。 

  


